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植松　正教授　略年譜・著作目録

　
　
　
　
略
　
　
年
　
　
譜

一
九
四
一
年
七
月
　
　
　
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
〇
年
三
月
　
　
　
静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
〇
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
入
学

一
九
六
四
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
卒
業

一
九
六
五
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(東
洋
史
学
専
攻
)
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

一
九
六
七
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(東
洋
史
学
専
攻
)
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了

一
九
六
七
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

(東
洋
史
学
専
攻
)
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

一
九
七
〇
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

(東
洋
史
学
専
攻
)
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
修
得
退
学

一
九
七
〇
年
四
月
　
　
　
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

一
九
七
一
年
六
月
　
　
　
京
都
大
学
研
修
員

一
九
七
一
年
十
月
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
講
師

一
九
七
三
年
四
月
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
八
三
年
四
月
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授

一
九
八
八
年
九
月
　
　
　
文
部
省
短
期
在
外
研
究
員
と
し
て
、
米
国
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修

(同
年
十
月
ま
で
)

一
九
九
四
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
六
年
九
月
　
　
　
京
都
大
学
博
士

(文
学
)

二
〇
〇
〇
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
長
、
兼
京
都
女
子
学
園
理
事

(二
〇
〇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
三
月
ま
で
)

二
〇
〇
七
年
三
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
を
定
年
退
職

　
　
　
　
著
　
作
　
目
　
録

　
　
　
　
　

〔著
書
・
編
著
書
〕

元
典
章
年
代
索
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
朋
　
　
舎
　
　
一
九
八
〇
年
七
月

宋
元
時
代
史
の
基
本
問
題

(共
編
著
)　
　
　
　

汲
　
古
　
書
　
院
　
　
一
九
九
六
年
七
月

元
代
江
南
政
治
社
会
史
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
汲
　
古
　
書
　
院
　
　
一
九
九
七
年
六
月

東
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
の
史
的
研
究

(共
編
著
)　

京
都

女
子
大
学
　
　
二
〇
〇
三
年
九
月

敝
帷
録

　

　

　

　

　

明

文

舎

二
〇
〇
七
年
三
月

　
　
　
　
　

〔論
　
　
　
文
〕

元
代
江
南
の
豪
民
朱
清

・
張
遭
に
つ
い
　
東
洋
史
研
究
第
二
七
巻
第
　
一
九
六
八
年
十
二
月

　
て
ー
そ
の
誅
殺
と
財
産
官
没
を
め
ぐ
　
三
号

　
っ
て
ー

彙
輯

『
至
元
新
格
』
並
び
に
解
説
　
　
　
東
洋
史
研
究
第
三
〇
巻
第
　
一
九
七
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
号

　

(鄭
樔
生
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
貨
第
五
巻
第
七
冊
　
　
　
一
九
七
五
年
十
月
)

元
初
江
南
に
お
け
る
徴
税
体
制
に
つ
い
　
東
洋
史
研
究
第
三
二
巻
第
　
一
九
七
四
年
六
月

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
号

　

(鄭
樔
生
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
貨
第
五
巻
第
三
冊
　
　
　
一
九
七
五
年
六
月
)

元
代
条
画
考

(
一
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　
一
九
七
八
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
四
五
号

元
代
条
画
考

(
二
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　
一
九
七
九
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紺報
出口第

一
部
餓
〃四
六
号

元
代
条
画
考

(三
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　
一
九
七
九
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
四
七
号

元
代
条
画
考

(四
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　
一
九
八
〇
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
四
八
号

??



史 窓

元
代
の
条
画
を
め
ぐ
る
滋
賀
秀
三
氏
と
　
東
洋
史
研
究
第
三
八
巻
第
　
一
九
八
〇
年
三
月

　
の
意
見
の
交
換
と
展
望
　
　
　
　
　
　四
号

阿
里
海
牙
一
族
と
潭
州
　
　
　
　
　
　
　昭
和
五
四
年
度
科
学
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
補
助
金
総
合
研
究
囚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
元
代
の
社
会
と
宗
教
の
　

一
九
八
〇
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
的
研
究
研
究
報
告

元
代
条
画
考

(五
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　

一
九
八
〇
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
四
九
号

元
代
条
画
考

(六
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　

一
九
八
〇
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
五
〇
号

元
代
条
画
考

(七
)　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　

一
九
八
一
年

一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
五

一
号

元
初
の
法
制
に
関
す
る

一
考
察
1
と
く
　
東
洋
史
研
究
第
四
〇
巻
第
　

一
九
八

一年
六
月

　
に
金
制
と
の
関
連
に
つ
い
て
1

　

　

一
号

　

(魏
常
海

・
張
希
清
訳
　
　
　
　
　
　
日
本
中
青
年
学
者
論
中
国
　

一
九
九
五
年
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
)

　

(翻
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
法
制
史
考
証
、
丙
編
　
二
〇
〇
三
年
十

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
編
　
　
　
　
　
　
　

月
)

元
代
条
画
考

(八
)　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　

一
九
八
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
五
八
号

↓
げ
。
O
o鄭
訂
9

。
h
O
ぼ
碧
鯨
建
昌
ぎ

ト
息
黛
郎
紙
ミ
帖ミ
<
。ド
騒
　
一
九
八
三
年
十
二
月

　
錘
o
国
碧
ぐ

磯
鸛
躄

元
初
の
畚
族
の
叛
乱
に
つ
い
て
　
　
　
　
香
州
大
学

一
般
教
育
研
究
　
一
九
八
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
五
号

元
代
江
南
の
一
高
官
の
犯
罪
　
　
　
　
　
香
川
大
学

一
般
教
育
研
究
　

一
九
八
六
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
〇
号

元
代
江
南
の
地
方
官
任
用
に
つ
い
て
　
　
法
制
史
研
究
第
三
八
号
　
　
一
九
八
九
年
三
月

苗
軍
の
軌
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
朝
治
下
の
民
族
問
題
と
　

一
九
九

一年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
関
係

(平
成
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科
学
研
究
費
補
助
金
総
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
囚
成
果
報
告
書

元
代
江
南
宰
相
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　

一
九
九
一
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第

一
部
第
八
三
号

圏讒
葺
糞
ざ
諺
oh
爵
o
く
口
帥昌
U
着
器
・
§

恥　
Q
題
w　
卜
導
§
建
　
一
九
九
二
年
春

　
藁

§
幽
磯
鶴
§

ω
。9
。亳
　
　
　
　
き
ミ
§
N　
(軍
ぼ
8
8
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

d
巳
く
°)
く
〇一゚
9
2
9
μ

務
限
の
法
と
務
停
の
法
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
　
一
九
九
二
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第
一
部
第
八
六
号

『元
典
章
』
『通
制
條
格
』
附
遼

・
金
・

中
国
法
制
史
-
基
本
資
料
　
一
九
九
三
年
二
月

　
西
夏
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
研
究

(東
京
大
学
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
)

元
代
の
賜
田
に
つ
い
て
の
一
考
察
1
そ
　
柳
田
簾
子
先
生
頌
寿
記
念
　
一
九
九
三
年
五
月

　
の
返
還
の
動
向
を
手
が
か
り
と
し
　
論
集
中
国
の
伝
統
社
会
と

　
て
ー
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族

(汲
古
書
院
)

元
朝
の
中
国
支
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
　
一
九
九
四
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
、
中
国
史
、
近
世
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(同
朋
舎
出
版
)

元
代
江
南
投
下
考
1

『元
典
章
』
文
書
　
東
洋
史
研
究
第
五
四
巻
第
　
一
九
九
五
年
九
月

　
に
み
る
投
下
と
有
司
の
相
剋
i
　
　
　
二
号

元
代
江
南
投
下
領
の
分
賜
に
つ
い
て
　
　
史
窓
第
五
三
号
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年
三
月

元
朝
支
配
下
の
江
南
地
域
社
会
　
　
　
　
宋
元
時
代
の
基
本
問
題
　
　
一
九
九
六
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(汲
古
書
院
)

元
代
江
南
社
会
の
官

・
民
構
造
と
徴
税
　
内
陸
亜
洲
歴
史
文
化
研
究
　
一
九
九
六
年
十
一
月

　
請
負
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
韓
儒
林
先
生
紀
念
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(南
京
大
学
出
版
社
)

元
末
江
南
の
地
方
官
と
富
民
-
江
浙
行
　
史
窓
第
五
六
号
　
　
　
　
　
一
九
九
九
年
三
月

　
省
検
校
官
王
艮
の
議
案
を
め
ぐ

っ

　
て
ー

元
代
浙
西
地
方
の
税
糧
管
轄
と
海
運
と
　
史
窓
第
五
八
号
　
　
　
　
　
二
〇
〇

一
年
三
月

　
の
関
係
に
つ
い
て

元
初
に
お
け
る
海
事
問
題
と
海
運
体
制
　
東
ア
ジ
ア
海
洋
城
圏
の
史
　
二
〇
〇
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
研
究

7s
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元
代
の
海
運
万
戸
府
と
海
運
世
家
　
　
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
　
二
〇
〇
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
研
究
科
研
究
紀
要

(史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
編
)
第
三
号

元
典
章
文
書
分
析
法
　
　
　
　
　
　
　
　
13

・
14
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
通
信
第
二
号

モ
ン
ゴ
ル
国
国
書
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
史
窓
第
六
四
号
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
二
月

　
　
　
　
　

〔書
　
　
　
評
〕

前
田
直
典
著

『元
朝
史
の
研
究
』　
　
　
　

史
林
第
五
六
巻
第
六
号
　

一
九
七
三
年
十

一
月

牧
野
修
二
著

『元
代
勾
当
官
の
体
系
的
研
　
東
洋
史
研
究
第
三
八
巻
　

一
九
七
九
年
九
月

究
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
号

評
三

=
g
ぴq6
冨
。
O
財
、①p

O
鳶
ミ
偽馬　
東
洋
史
研
究
第
三
九
巻
　
一
九
八
〇
年
十
二
月

　
卜
恥鷺
N　
早
ミ
ミ
§
　
§
§
、

導
鴨

第
三
号

　
§

謡領
oN賜
ー
§

鳴
O
o§

鳥丶
富
遭

　
黛
肋
肉
馬らo醤
無
、黛
ら譜
脳
-

片
山
共
夫

コ
兀
朝
必
闍
赤
雑
考
」　
　
　
　
法
制
史
研
究
第
三
八
号
　

一
九
八
九
年
三
月

陳
高
華
著

『元
史
研
究
論
集
』
　
　
　
　

東
洋
史
研
究
第
五
二
巻
　
一
九
九
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

一
号

　
　
　
　
　

〔そ
　
の
　
他
〕

矢
野
仁
一
博
士
訃
　
　
　
　
　
　
　
　史
林
第
五
三
巻
第
二
号
　
　
　
一
九
七
〇
年
三
月

文
化
交
流
史
上
の
讃
岐
　
　
　
　
　
　讃
岐
郷
土
の
文
化
と
風
土
　
　

一
九
七
六
年
十
二
月

イ
タ
リ
ア
で
の
中
国
法
制
史
の
国
際
　
学
園

の
志
お
り

(香
川
大
　

一
九
八
二
年
六
月

　
研
究
会
議
に
参
加
し
て
　
　
　
　
　
学
)
第
四
四
号

元
代
法
令
の
復
原
と
判
例
に
関
す
る
　
昭
和
六
〇
年
度
科
学
研
究
費
　

一
九
八
六
年
三
月

　
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
成
果
報
告
書

大
学
図
書
館
へ
の
思
い
　
　
　
　
　
　
香
川
大
学
図
書
館
報
第
二
号
　

一
九
八
六
年
七
月

ア
メ
リ
カ
の
中
国
史
研
究
暼
見
　
　
　
香
川
史
学
第

一
八
号
　
　
　
　
一
九
八
九
年
七
月

ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
研
究
　
学
園

の
志
お
り

(香
川
大
　

一
九
八
九
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
)
第
七
七
号

元
朝
の
経
済
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
群
像

(学
習
研
究
社
)　

一
九
九
一
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
亠ハ
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
・ー
ン
㈲

大
学
で
教
え
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
1
　
瀬
戸
内
地
域
の
自
然
環
境
と
　
一
九
九
二
年
三
月

　
歴
史
学
の
場
合
-
　
　
　
　
　
　
　
社
会

・
教
育
環
境
の
動
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(香
川
大
学
)

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
文
物
を
間
近
に
　
　
四
国
新
聞
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年
二
月
九
日

人
生
の
四
半
を
高
松
で
過
ご
し
て
　
　
く
み
あ
い

(香
川
大
学
教
育
　
一
九
九
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
部
教
員
組
合
)
六
九

魅
力
の
源
泉

(宮
崎
市
定
先
生
追
悼
　
東
洋
史
研
究
第
五
四
巻
第
四
　

一
九
九
六
年
三
月

　
文
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

悠
久
の
歴
史
と
変
貌
の
今
日
と
ー
中
　
芬
陀
利
華

(京
都
女
子
大
　

一
九
九
九
年
十
一
月

　
国
研
修
旅
行
報
告
ー
　
　
　
　
　
　
学
)
二
三
六
号

藤
枝
先
生
と
の
出
会
い
　
　
　
　
　
　
藤
枝
晃
先
生
追
悼
文
集
　
　
　
二
〇
〇
〇
年
六
月

育
友
会
地
区
懇
談
会
を
終
え
て
　
　
　
京
都
女
子
大
学
育
友
会
報
第
　
二
〇
〇
〇
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七
号

藤
縄
先
生
の
眼
差
し
　
　
　
　
　
　
史
窓
第
五
九
号
　
　
　
　
　
二
〇
〇
二
年
二
月

京
都
女
子
大
学
の
現
状
と
課
題
あ
と
　
京
都
女
子
大
学
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
二
年
三
月

　
が
き

水
底
か
ら
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
ー
日
・　
博
物
館
学
年
報

(京
都
女
子
　
二
〇
〇
三
年
三
月

　
韓
∵
中
三
国
の
沈
船
遺
物
博
物
館
　
大
学
)
第
九
号

　
を
訪
ね
る
1

類
説
索
引

(佐
伯
富

・
衣
川
強
と
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年
五
月

　
編
)

元
代
の
海
運
を
担
っ
た
人
々
　
　
　
　
ア
ジ
ア
遊
学

(勉
誠
社
)
第
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
〇
号

佐
伯
富
博
士
著
作
困
録
跋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
年
六
月

佐
伯
富
先
生
を
悼
む
　
　
　
　
　
　
　
東
方
学
第

=

三
輯
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年

一
月

　
　
　
　
　

〔辞
典
項
目
執
筆
〕

砺
§
偽
切
尋
讐
愚
ミ
霧

(宋
代
名
人
伝
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
六
年

　
　
　
　
男
罠
艮
凶
ω
8
ぎ
碧

く
o批
傍σq
O
】≦
切
出

(]≦
鶴瓢
oゲ
o口
)

79



窓史

　

陳
文
龍

、
夏
貴
、
徐
元
杰
、
洪
天
錫
、
劉
整
、
呂
文

　
換

、
呂
文
徳
、
馬
光
祖

、
杜
滸
、
汪
立
信

　

(原
稿
執
筆
。
徐

元
杰

の
み
英
訳
。
他
は
独
訳
。)

毎

防
§
晦

切
趨
Nご
讐

愚

ξ

(
宋
代
書
録
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
九
七
八
年

　
　

　
　
　
　

　
　
　

O
ぼ
ロ
o
mo
¢
巳
く
o
冨
幽受

o
{
霞
o
ロ
oq

囚
§

σq

　

通
典

(稲
葉

一
郎
と
共
著
)
、

歴
代
制
度
詳
説

、

救

　

荒
活
民
書
、
刑
統
賦

、
洗
冤
集
録
、
折
獄
亀
鑑

、
棠

　

陰
比
事

、
事
物
紀
原
、
王
先
生
十
七
史
蒙
求
、
事
林

　
広
記

(原
稿
執
筆
。
英
訳
。)

平
凡
社
大
百
科
事
典
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
凡
　
社
　

一
九

八
四

・
八
五
年

　

阿
合
馬
、
阿
里
海
牙
、
海
東
青
、
郡
経
、
刑
具

(
中

　

国
)
、
刑
場

(
中
国
)
、

刑
罰

(
中
国
)
、

刑
吏

(
中

　
国
)
、
検
校
、
元
史
、

厳
実
、
元
典
章
、

公
牘
、
三

　

不
去

七
出
、
三
従
、
桑
哥

、

私
刑

(中
国
)
、

史
天

　

沢
、
指
腹
婚
、
十
八
史
略

、
妾

(
中
国
)
、
新
元
史
、

　
清
律

、
宣
政
院
、
張
柔

、
張
世
傑
、
武
経
総
要
、
明

　
律

、
養
子

(
中
国
)
、
凌
遅
処
死
、

廉
希
憲
、

連
坐

　

(中
国
)

中
国
史
籍
解
題
辞
典

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

燎

原

書

店
　

一
九

八
九
年
九
月

　
安
雅
堂
集
、
安
南
志
略
、
異
域
志
、
遺

田
先
生
文
集
、

　
欽
膳
正
要
、
羽
庭
集
、
刻
源
戴
先
生
文
集

、
延
祐

四

　
明
志

、
鴨
江
行
部
志

、
河
朔
訪
古
記

、
河
防
通
議
、

　
閑
閑
老
人
濃
水
文
集

、
甘
水
仙
源

録
、
雁
門
集
、
紀

　
古
瀕
説
原
集
、
帰

潜
志

、
危
太
僕
雲
林
集

(
文
集
、

　
続
文
集
)
、

契
丹
国
志
、

帰
田
類
稿
、
義
門
鄭
氏
家

　
儀

、
客
杭
日
記
、
九

金
人
集
、
僑

呉
集

、
許
白
雲
先

　
生
集

、
金
華
黄
先

生
文
集
、
金
史
、
金
史
紀
事
本
末
、

　

金
史
詳
校
、
欽
定

遼
金
元
三
史
国
語
解

、
金
文
雅
、

　
金
文
最
、
敬
郷
録
、
圭
斎
集
、
経
世
大
典

、
刑
統
賦

　
疏
、
掲
文
安
公
全
集

、
元
海
運
志

、
元
河
南
志
、
元

　
曲
選

、
元
高
麗
紀
事

、
元
史
、
元
氏
掖
庭
記
、
元
史

紀
事
本
末
、
元
史
新
編

、
元
詩
選
、
元
史
続
編

、
元

史
備
忘
録
、
元
史
本
証
、
元
史
訳
文
証
補
、
元
儒
考

略
、
元
書
、
元
史
類
編
、
元
代
画
塑
記
、
憲
台
通
紀

、

元
朝
征
緬
録
、
元
朝
典
故
編
年
考

、
元
朝
名
臣
事
略
、

元
典
章

、
元
統
元
年
進
士
録
、
元
文
類
、
元
明
事

類

鈔
、
皇

元
風
雅
、
孔
氏
祖
庭
広
記

、
熬
波
図
、
黒
韃

事
略
、
梧
渓
集
、
呉
中
旧
事

、
溏
南
遺
老
集
、
呉
文

正
集
、
呉
礼
部
文
集
、
山
居
新
話
、
三
事
忠
告
、
三

史
同
名
録
、
山
房
随
筆

、
滋
渓
文
稿
、
至
元
嘉

禾
志
、

至
元
辯
偽
録
、
至
元
訳
語
、
紫
山
大
全
集
、
至
順
鎮

江
志
、
至
正
河
防
記
、
至
正

金
陵
新
志
、
至
正
箆
山

郡
志

、
至
正

四
明
続
志

、
至
正
集
、
至
正
直
記

、
ジ

ャ
ム
チ

(
蛄
赤
)
、

秋
澗
先
生
大
全
文
集
、

重
修
琴

川
志
、
拯
荒
事
略
、
松
雪
斎
文
集
、
牆
東
類
稿
、
松

漠
紀
聞
、
招
捕
総
録
、
庶
斎
老
学
叢
談
、
書
史
会
要
、

汝

南
遺
事
、
事
林
広
記

、
新
元
史
、
申
斎
集

、
新
編

事
文
類
聚
翰
墨
全
書

、
新
編
事
文
類
要
啓
剳
青
銭

、

真
臘
風
土
記
、
遂
昌
雑

録
、
図
絵
宝
鑑
、
青
崖
集
、

清
河
集
、
青
山
集
、
西
使
記
、
静
修
先
生
文
集
、
斉

乗

、
清
悶
閣
全
集
、
西
遊
録
、
清
容
居
士
集

、
析
津

志

、
石

田
先
生
文
集

、
雪
楼
集
、
銭
塘
遺
事

、
全
遼

文

、
宋
学
士
文
集

、
雙
渓
酔
隠
集
、
蔵
春
集
、
荘
靖

先
生
遺
集
、
草
木
子

、
大
金
国
志
、
大
金
集
礼
、
大

金
弔
伐
録
、
大
元

一
統
志
、
大
元
海

運
記
、
大
元
官

制
雑
記
、
大
元
氈
鬪

工
物
記
、
大
元
倉
庫
記
、
大
元

馬
政
記
、
大
徳
昌
国
州
図
志
、
大
徳
南
海
志
、
湛
然

居
士
文
集
、
治

河
図
略
、
中
庵
集
、
中
原
音
韻
、
中

州
集
、
長
春
真
人

西
遊
記
、
通
制
条
格

、
定
宇
集
、

鄭
茂
規
範
、
輟
耕
録
、
天
下
同
文
集
、
島
夷
誌
略
、

道
園
学
古
録
、
桐
江
集

(
桐
江
続
集
)
、
東
南
紀
聞
、

南
台
備
要
、
β
聞
録
、
二
妙
集
、
農
書
、
農
桑
衣
食

sa



　
撮
要
、
農
桑
輯
要
、
秘
書
監
志
、
廟
学
典
礼
、
仏
祖

　
歴
代

通
載

、
焚
椒
録
、
平
江
紀
事
、
平
宋

録
、
法
書

　
考
、
保
越
録
、
牧
庵
集
、
北
使
記
、
北
巡
私
記
、
蒲

　
室
集
、
無
冤
録
、
明
氏
実
録
、
蒙
韃
備
録
、
蒙
兀
児

　
史
記

、
游
志
続
編
、
養
蒙
先
生
文
集
、
輿
地
図
、
楽

　
郊
私
語
、
吏
学
指
南
、
柳
待
制
文
集
、
遼
史
、
遼
史

　
紀
事
本
末
、
遼
史
拾
遺

、
陵
川
集
、
遼
東
行
部
志
、

　
録
鬼
簿
、
魯
斎
遺
書

日
本
史
大
事
典

　

　

　

　

　

　

　
　

平

凡

社

一
九
九

二

・
九
三
年

　
十

八
史
略
、
清
律
、
明
律
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